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宮
古
北
高
校
で
は
、
体
験
学

習
や
探
究
活
動
を
推
進
し
、
思

考
力
・
判
断
力
の
育
成
に
努
め

て
お
り
、
ま
た
、
職
業
理
解
を
深

め
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
、

地
域
で
の
農
業
体
験
を
行
う
な

ど
、
学
校
全
体
で
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

学
校
規
模
と
し
て
は
大
き
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
徒
が
主

体
と
な
り
力
を
合
わ
せ
て
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
小

さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
、
地

域
密
着
型
の
学
校
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

令
和
七
年
四
月
二
十
三
日 

文
責 

宮
古
北
高
校
副
校
長 

お
知
ら
せ 

 

学
校
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、
ノ
ー

ト
の
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

し
や
す
く
な
る
よ
う
QR
コ
ー
ド

を
載
せ
ま
す
。
ノ
ー
ト
の
ペ
ー

ジ
で
は
主
に
行
事
で
の
様
子
を

写
真
中
心
に
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。 

学校ウェブページ ノートのページ 

令
和
七
年
度 

入
学
式 

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

四
月
九
日
（
水
）、
小
雨
が
混
じ
る
少
し
肌
寒
い
天
候
の
中
、
五
名
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
令

和
七
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
新
入
生
二
十
一
名
が
真
新
し
い
制
服
に

身
を
包
み
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
た
よ
う
な
、
少
し
は
に
か
ん
だ
よ
う
な
表
情
で
式
に
臨
み
ま
し
た
。

新
入
生
代
表
宣
誓
で
は
、
山
崎 

桃
李
さ
ん
が
「
今
ま
で
以
上
に
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
」「
皆
が

思
い
や
り
を
持
ち
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
何
事
も
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
や
り
遂
げ
る
」「
一
人
の
人
間
と

し
て
自
立
で
き
る
よ
う
に
確
か
な
成
長
を
目
指
す
」
と
力
強
く
誓
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

新任式・始業式 

 

四
月
八
日
（
火
）
新
任
式
が
行
わ
れ
、
八
名
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
齊
藤 

孝
明
副
校
長
（
福
岡
高
校
定
時
制
、
保
健
体
育
）、
長
澤 

孝
征
事
務
長
（
宮
古
高
校
兼

務
）、
高
岩 

礼
子
教
諭
（
黒
沢
尻
工
業
高
校
、
数
学
）、
保
科 

光
亨
教
諭
（
盛
岡
北
高

校
、
英
語
）、
似
内 

若
葉
講
師
（
保
健
体
育
）、
深
渡 

晶
子
主
任
主
査
（
久
慈
東
高
校
）、

應
家 

恵
事
務
補
助
、
細
田 
富
士
子
講
師
（
岩
泉
高
校
兼
務
）。
よ
う
こ
そ
宮
古
北
高

校
へ
。
三
浦
校
長
の
下
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
の
皆
さ
ん
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

続
い
て
行
わ
れ
た
始
業
式
で
は
校
長
先
生
か
ら
三
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
本
校
の
校
訓
、
誠
実 

剛
健 

進
取 

に
つ
い
て
、
本
校
の
教
育
目
標
、
岩
手
、

日
本
、
世
界
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成 

に
つ
い
て
、
最
後
に
、
学
校
は
皆
さ
ん
が
笑
い

に
来
る
と
こ
ろ
、
で
し
た
。 

 

生
徒
の
皆
さ
ん
、
校
訓
の
理
念
に
沿
い
、
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん

笑
い
に
学
校
へ
登
校
し
、
宮
北
ラ
イ
フ
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
宮
古
北
高
校
へ
。
皆
さ
ん
は
九
年
間
の
義
務

教
育
を
終
え
、
自
ら
の
意
思
で
本
校
へ
の
進
学
と
い
う
道
を
選
択
し
ま
し
た
。
是

非
、
高
校
三
年
間
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。
最
初
は
戸
惑
う
事
も
多

く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
高
校
生
活
に
慣
れ
、
勉
強
や
部
活
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
新
入
生
を
迎
え
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
た
宮
北
生
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。 

対
面
式 

 

四
月
九
日
（
水
）
令
和
七
年
度
対
面
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
生
は
初
め
て
先
輩

方
と
対
面
し
、
か
な
り
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
一
人
ひ
と
り
が
一
生
懸
命
挨

拶
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
入
生
代
表
挨
拶
を
菊
地 

く
る
み
さ
ん
が
行
い
、

先
輩
方
へ
の
感
謝
と
、
早
く
宮
北
生
に
な
り
た
い
と
い
う
意
思
表
示
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

先
輩
方
の
学
校
生
活
を
わ
か
り
や
す
く
、
さ
ら
に
は
自
分
た
ち
の
経
験
も
交
え
て
新
入

生
の
緊
張
を
和
ら
げ
よ
う
と
、
精
一
杯
説
明
を
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

What is 宮北の森 

  ４月１８日（金）に今年度最初の宮北の森が開催されまし

た。宮北の森とは、月に１度生徒主体で進める集会・活動の

ことです。今回は、生徒会執行部から宮北の森の説明と今年

の生徒会スローガンの募集について、応援委員会から宮北生

伝統継承指導についての説明がそれぞれされました。スロー

ガンについては、過去のものを紹介していただき、校歌紹介

では、本校独自の動作を応援委員から指導していただきまし

た。新入生にとって、宮北の森についての理解が深まったよ

うに思いました。 


